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よこはま夢ファンド組織基盤強化支援 自己評価について 

 
１ 令和３年度よこはま夢ファンド組織基盤強化支援について 

(1) 支援内容 

団体内での組織基盤強化についての話し合いの場に、ファシリテーターを派遣し話の進行役

を担っていただき、新たな気づきや課題の深掘りを促します。また「助成団体同士の情報交換

会」を実施し、自団体の現状把握や取組の見直しに繋げます。 

なお、対象は NPO組織基盤強化ワークショップに参加をし、自己評価を２回実施できる団体

としています。 

  ※支援全体の流れは裏面参照 

(2) 申込期間 令和３年３月８日から 26日まで ※応募条件は上記のとおり 

 (3) 申込団体  10団体 

(4) 決定団体  ８団体 ※一部優先枠を設けた上、抽選で決定 

(5) 実施時期（目安） 

自己評価１回目 ５～８月 

情報交換会   ９月 

自己評価２回目 ９～１１月 

      

２ 実施決定団体 
 団体名 団体で話し合いたいテーマ・課題 活動期間 

１ 特定非営利活動法人 アスリード 
理念体系の見直しと運用、３か年計画

の策定と運用 
２年目 

２ 
NPO 法人 子どもがかける虹の森ネ

ットワーク 

人手不足、団体運営・計画作成、ITを

活用した広報 
９年目 

３ NPO法人 スペースナナ 資金獲得、事業展開 10 年目 

４ 
特定非営利活動法人 フィールド

アシスタント 
「求められる」存在になるための活動 ３年目 

５ NPO法人 横浜港南国際交流の会 

マンパワー及びリーダーのなり手不足

の原因と対策、ニーズを迅速に反映さ

せる施策 

９年目 

６ 
特定非営利活動法人 横浜上大岡

臨床心理センター 
講座運営・広報、資金獲得 19 年目 

７ 
NPO 法人 みんなのお箸プロジェク

ト 
短期・長期の事業計画書の作成 ３年目 

８ 
NPO法人 森ノオト 

ファンドレイジング、IT スキルと SNS

活用・Webマーケティング、労働環境 
８年目 
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自己評価（ファシリテーション） 
団体が真に抱えている課題を洗い出し、アクションプランを立案 

事前研修・ワークショップ 
団体が真に抱えている課題を浮かび上がらせる 

【参考】 
組織基盤強化支援の流れと全体スケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スケジュール 実施内容 
令和３年２月 事前研修・ワークショップ 
令和３年３月 自己評価団体募集、自己評価団体の決定 
令和３年４月～ 
令和３年５月 

ファシリテーターとの調整 

令和３年５月～ 
令和３年１１月 

自己評価 ２回実施 
期間中（令和３年 8 月頃）に情報交換会等の実施 

令和３年 12 月～ 
令和４年１月 

組織基盤強化助成金 申請団体の募集 

令和４年２月～ 
令和４年３月 

組織基盤強化助成金 助成団体 審査、決定 

令和 4 年４月～ 
令和５年３月 

組織基盤強化助成金 事業実施 及び最終自己評価実施 

 

組織基盤強化助成金への応募 
アクションプランに基づく取組内容で応募 

対象団体決定方法：事前研修・ワークショップに参加し
たよこはま夢ファンド登録団体で、２回のファシリテー
ションに主要メンバーの多くが参加できる団体。審査せ
ず条件が合致する団体を抽選で決定 

審査：現行の組織基盤強化助成と同じ審査方法。申請書

提出後、部会・委員会にて審査 

最終自己評価 
自己評価を通じて組織基盤強化ができたか確認 

情報交換会の実施：自己評価実施期間中に、ファシリテ

ーターを招いた交流会等を行う。 

自団体以外の応募団体の取組を共有し、自団体の現状把

握や取組の見直しに繋げることができる。 

組織基盤強化助成金の活用・実施  
アクションプランを実行 


